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フォーラム平和・人権・環境全国活動者会議（2011 年 3 月 2 日）

東アジアにおける平和構築の課題

李鍾元（立教大学）

１．2010 年の東アジア： 「共同体」への期待から、「新冷戦」の足音？

１）鳩山首相の「東アジア共同体」イニシアティブの躓き

①「東アジア共同体構想に関する今後の取り組みについて」（10 年 6 月 1 日）

②「天安艦」「抑止力」と「普天間」： 戦略的構想の後退／ 従来の発想（論理）への逆戻り

２）「中国問題」： 「新冷戦」／ 中国脅威論の噴出／ 尖閣／ 米中の葛藤

３）「北朝鮮問題」： 「朝鮮戦争」の再発／ 「天安」から延坪島砲撃／ 軍事演習の攻防

４）日本の安全保障戦略の旋回： 「新安保懇」報告（10 年 8 月 27 日）／ 防衛計画の大綱

①「基盤的防衛力構想は時代遅れ」／ 「静的抑止」から「動的抑止」へ／「平和創造国家」

②「有事と平時の間のグレーゾーン」／ 「グローバル・コモンズ」／ 離島防衛

③「尖閣諸島中国漁船衝突事件」（9 月 7 日）という追い風

④「政治」のリーダーシップ

２．「中国問題」の構造

１）たしかに、「膨張する中国」： 「日中逆転」／ さらに、予想より早い「米中逆転」？

①「今後 10 年間で、日本の 2 倍、米国とほぼ同じ規模」

②米国の二つの戦争／ 米欧の財政危機／ 中国の経済成長の持続性

２）政治・外交・軍事的な自己主張の台頭

①「ポスト鄧小平の時代」（E・エコノミー）

②「韜光養晦、有所作為」から「堅持韜光養晦、積極有所作為」へ（09 年 7 月、駐外使節会議）

・「和平崛起」「睦隣外交」の方針からの転換？

③米国（米欧）主導の国際秩序への挑戦： 国際金融／ G20

３）2010 年： 米中間の葛藤

①オバマ政権初期の G2 論から、脅威論の再浮上

②台湾への武器売却／ グーグル／ チベット／ 人民元／ 「海」

４）背景・要因

①米国の中間選挙： 経済、雇用の観点からの中国叩き

②米国の軍部保守派の巻き返し： 台湾への武器売却／ ダライラマ面談

③中国の軍部保守派の影響力増大： 「軍産複合体」の利益集団化／ 主席交代と路線闘争

④「E ポピュリズム」と世論： 「大国主義」の感情／ 「毅然たる外交」

５）しかし、中国政府内にも論争、修正の動き

①米中首脳会談（11 年 1 月 19 日）： 米中協調路線への修正／ 暫定的な妥協

②土台には、経済、金融面での「米中融合」

３．「北朝鮮問題」の実相

１）延坪島砲撃： 朝鮮戦争休戦後、初めての韓国領土への直接攻撃／ 民間人の死傷者

①「暴走」という見方： 軍部の突き上げ／ 後継者の実績作り／ 不安と焦り

②「計算され、統制された瀬戸際戦略」： 「係争地域」をターゲットに限定

・対韓、対米の「対話攻勢」への転換

③その意味で、対米関係改善を目的とした瀬戸際戦略の延長線上

・しかし、「長期戦」の構え： 2012 年の米韓の選挙を視野に、揺さぶり

・交渉に応じなければ、緊張を高めつつ、核能力の増強、「核保有国」の既定事実化
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２）米オバマ政権の「戦略的忍耐」への圧迫

①「戦略的忍耐」の成立条件

・米中の協調： 中国による現状維持／ 北朝鮮の「暴発」の抑制／ 非核化への誘導

・北朝鮮国内情勢の不安定さ、不透明さ： 金正日委員長の健康異変（08 年 8 月）以来

・北朝鮮の脅威の非切迫性： 「米にとって、北核は差し迫った直接の軍事的脅威ではない」

②状況の変化

・米中の葛藤： 中朝関係の緊密化／ 中国の北朝鮮支援の強化

・北朝鮮の体制整備： 後継体制への移行

・ウラン濃縮施設の公開（誇示）

３）後継体制への移行： 朝鮮労働党代表者会議（9 月 28 日）

①30 年（44 年ぶり）の大がかりな党指導部の人事刷新

②「側近総動員の後継準備体制」： 世代交代／ 地方党幹部の抜擢

③労働党の再建： 「先軍体制」を基盤としつつ、党を中心とした統治の「正常化」

４）中朝関係の緊密化

①北朝鮮の「対中シフト」： 金正日委員長の二度の訪中（5 月、8 月）／ 対中依存の選択

②中国： 北朝鮮政策をめぐる論争／ 09 年ごろから、伝統的な対北支援論への回帰

③経済協力・支援： 「東北三省振興策」／ 「長吉図開発」／ 羅津港の租借

④軍事交流・協力

５）ウラン濃縮施設の公開（11 月 12 日）： 「予想を上回る技術水準」（ヘッカー博士）

６）米オバマ政権の逡巡、韓国の強硬姿勢 ⇒ 漂流状態の継続

４．何をなすべきか

１）「北朝鮮問題」

①中朝関係の緊密化は、米韓日の無視戦略の産物でもある

②「新冷戦」のコスト： 軍事的緊張／ 「核保有国・北朝鮮」／ 「中朝露 vs 日米韓」の得失

③外交の枠組みの復活： 二者および六者／ 「六者に拘わらず、日朝交渉」（前原外相）

④現実的な解決へのコンセンサス作り

・「批判」（糾弾）は「政策」ではない

・「脅威対抗」から「脅威削減」へ

・包括的かつ段階的なアプローチ： 核、ミサイル、拉致、経済／ 外交と妥協

２）「中国問題」

①「膨張する中国」への視点： 多様性／ 変化／ 相互作用

②安全保障では

・多国間主義の枠組みの活性化： EAS／ APT／ 日中韓

・「共通の安全保障」： 70 年代、ヘルシンキ・プロセスの前例

「相互抑止」から「相互安心」への転換／ 「安全保障ジレンマ」の克服

・「協調的安全保障」： 国境を越える課題への共同対応／ 「海」の秩序

③市民社会の地域戦略： ASEAN の試み ⇒ 北東アジアへの拡大

・APA（ASEAN People’s Assembly）／SAPA（Solidarity for Asian People’s Advocacy）

⇒ ASEAN 憲章制定への影響

人権、移民、平和構築への市民社会の参加、格差解消、環境、女性、児童問題


